















































































































































機関 男性 女性 不明
児童相談所 4 8 1
福祉事務所 3 4 2
保健センター 0 9 0
保健所 0 6 0
機関 20代 30代 40代 50代以上 不明
児童相談所 4 3 2 4 0
福祉事務所 1 1 3 3 1
保健センター 5 2 1 1 0

















児童相談所 4 3 2 4 0 0
福祉事務所 1 1 3 3 1 0
保健センター 2 2 1 2 1 1











事 例 親の年代 不妊治療の種類 児の出生順位
A 30代後半 不明 男女双子
B 年齢不明 不明 第1子
C 30代後半 不明 双子
， 40代 体外受精 双子
E 40代 不明 第1子
F 年齢不明 体外受精 3つ子
G 30代 人工授精 第2子
H 年齢不明 不明 不明
I 30代後半 内視鏡体外受精 双子
』 30代後半 不明 双子
K 30代半ば 不明 双子
L 不明 人工授精 第2子
M 40代 不明 第1子
N 不明 顕微受精 第2子双子
0 30代半ば 不明 第1子
P 30代後半 不明 第1子
Q 30代後半 体外受精 第1子
R 30代 ギフト法 双子
S 30代後半 不明 第1子
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